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1. 研究概要 

本研究は、授業内での⾼校⽣の質問⾏動を引き出す⽅法を現場での実践を通じて検討す
るものである。⾼等学校における学校授業の実状として、教師の問いかけに対する⽣徒の無
反応や授業中に質問できない⽣徒の存在など、教師と⽣徒のコミュニケーションは⼗分に
機能しているとはいえない。そこで本研究では、教師に対して半構造化インタビューを、⽣
徒に対して質問紙調査を実施し、授業内の両者のコミュニケーションを阻害する要因を特
定する。その後、研究協⼒校(筆者の⺟校)と共同で、この阻害要因を取り除く授業運営の⽅
法を実践を通じて検討する。 
 
2. 研究の⽬的 

本研究では、⾼等学校の学校授業における現状の問題点と課題意識に基づき、主体的・対
話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」）の視点からの授業をいかにして成⽴させるか、
「⽣徒と教師のコミュニケーション」とりわけ「⽣徒の質問⾏動」という観点から、そのメ
カニズムや⽅法論を探っていく。 

本研究の⽬的は、最終的に「⾼等学校の教師はどのようなことを意識した上でいかなる⽅
法を⽤いれば、授業の必要な場⾯で⽣徒の質問を引き出せるようになるのか」という点につ
いて、ポイントとなる事項や具体的な⽅法を体系的にまとめることにある。そのために、⾼
等学校における「授業中の⽣徒の質問⾏動」に関する現状確認を⾏い、⽣徒からの質問が⽣
じにくくなっている背景の要因を探る。 
 
3. 研究の構成 

本研究の全体像は以下のとおりである。プレ調査において⽰唆された内容を中⼼に本調
査で検証を⾏い、本調査で明らかになった現状の課題について実践を通じて検討するとい
う⼿順である。 

 



また、本研究で設定したリサーチクエスチョンは下記 4つである。 
RQ１：授業中の⽣徒の質問⾏動は、教師・⽣徒・クラスにとってどのような意義があるか。  
RQ２：授業中の⽣徒の質問⾏動の現状はどうなっているか。  
RQ３：授業中に質問が思い浮かんでいて、クラス全体に共有する意義があるにも関わらず、

⽣徒が質問⾏動を躊躇する要因はどのようなものがあるか。 
RQ４：授業中の⽣徒の質問⾏動を引き出すため、 教師が意識するべき項⽬や具体的な⽅法

にはどのようなものがあるか。 
 なお、本研究における研究の対象は以下のように設定した。 

〈 研究の対象 〉 

学習に対する意欲が⾼い⽣徒・教える意欲の⾼い教師によって構成される 
学⼒レベルが中上位の⾼等学校 

及び 

その学校の「学級」・⽣徒・教師 

 
4. 各調査の概要 

プレ調査 

 
本調査① 

 



本調査② 

 

実践研究 

 
 
5. 研究成果 

 本研究で得られた知⾒は次のとおりである。 
① 授業中の質問は、質問者⾃⾝のみならず、他の⽣徒や授業を⾏う教師にとっても意義がある。 
② 多くの⽣徒が授業中の質問を躊躇しているものの、他の⽣徒の質問は有意義だと感じている。 
③ 質問を躊躇する要因は複数あるが、なかでも「授業時間・授業進⾏」の要因が重要である。 
④ ⽣徒の質問を引き出す具体的な⽅法は、机間巡視・ICT機器の活⽤・⽣徒間コミュニケーシ

ョンの促進などである。 
⑤ ⽣徒の質問を引き出す上で重要なのは個別対応と集団指導の使い分けであるが、これについ

ては教師側の「⽣徒対応の限界」が存在する。 
⑥ この「⽣徒対応の限界」に対する対応策の⼀例として、「授業アシスタント」の導⼊が、学び

の環境の充実からも有効であることが⽰された。 
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